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質を問うことそのもの
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育」の初年次教育化
































































































































































































































































































































































































































































































































































































• • • • •
「初年次教育」や「教養教育」を受講したり、「専門教育」
を受けた後に
• • • • •
「教養教育」を受講したりすることになる。そして、それに伴い、「教養教育」
については４年間を通した受講が可能となる仕組みを作る必要がある。その際、「保育者
専門教育」がカリキュラムのコアとなるように配置することが重要となる。学生にとって
は「保育者になる」という目的意識の下で４年間を通して「教養教育」を受け続けること
になる。
　また、「専門教育」の中で実施できる「初年次教育」や「教養教育」的実践を考えるこ
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保育者養成カリキュラムと「教養教育」（１）
とも方法の一つである。事実、現在でも「専門教育」だからこそ可能となる「教養教育」
のあり方を具体的な実践を通して研究している論者もいる（宇佐美 2007、2010、2012）。
そうした成果に学び、「保育者専門教育」と「初年次教育」、「教養教育」の分離を再考す
ることも可能であろう。
　以上、３類型に分類し、保育者養成カリキュラムにおける「教養教育」の位置づけの可
能性を整理した。その上で、（２）と（３）については、それぞれがより詳細な検討を必
要とする課題を抱えており、改めて議論が必要である。そこで、別稿でこの（２）と（３）
の選択肢について詳細に論じることとしたい。
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